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　 実 は今 日出席者 の リス トを見 ま して,中 国人
の方が多いので,自 分の得 意な中国語で しゃべ
れ るのですば らしい と思い ました。最後 まで中
国語でい こうと思 いま したが,中 には 日本 人の
方 もい らっしゃいますので,今 日はあ えてへた
くそな日本語で しゃべ らせ ていただ きます。
　 た だ,私 は興奮す ると声 が高ぶ って きます。
これは うちの会社 の経営会議 の ときもそ うです
が,手 が震 えて きます。決 して中風で も何 で も
ないのですが,ど うしても興奮 して くるんです。
また1時 間 とい う短い時間です か ら,自 分 の人
生 の数年 しか しゃべ れない と思 います。そ こで
最初 に結論 を申 し上 げます。私 は中国人が大好
きです。私 は中国が大好 きです。 まずそれがな
い と中国 との商売はで きません。
　今朝 のテ レビのニ ュースを見 て も,安 倍 首相
が イ ン ドへ行かれて,こ れか らイ ン ドと一緒 に
や ってい こうで はないか と言 ったとき,彼 が本
当にそ う言 ったのか,私 の嫌い なマス コミの連
中が好 きな ことを言 ったのかわか りませ んが,
日本,ア メ リカ,オ ース トラリア,イ ン ドの中
国包 囲網 は間違 ってい ると言 ってい ました。 し
か しこんな ことを言 う時代 ではあ りませ ん。安
倍 さんが言 われ たので なく,マ ス コ ミの人 が言
われたのか もしれませ ん。
　今後 中国な くして 日本はあ りえない。決 して
中国が偉大 であ るとい う意味で はな く,中 国の
発展 は 日本 の発展 につなが ります。中国イ コー
ル 日本 である とい う立場で,ぜ ひとも皆 さん中
国語 を勉強 していただ きたい。優秀 な経営者が
中国へ行 って,か わいい秘書 を呼んで通訳 させ
ています。 しか しこれか ら中国 と商売 をや ろ う
とい う時代 に,中 国語 が しゃべれない と醍醐味
もいろいろな楽 しみ も半減する と思 います。ぜ
ひ とも中国の方 は 日本語 を勉強 してい ただ き,
日本の方は中国語 を勉強 していただ きたい と思
い ます。
　 私の元 同僚の田中君(LEC大学)が この場 に
お られ ます。彼 はい ま語学 を教 えた りいろいろ
なことをされています。彼が関東で私が関西で,
二人で学校 で も開 くような ことが あれ ば,そ の
学校へ 入っ ていただ くと3カ 月で しゃべ れ る日
本語,3カ 月で しゃべれる中国語,も し3カ月で
しゃべ れなかった ら授業料 はいっさい結構 です
ということがで きます。 こうい うことであれば,
おそ ら く皆 さん集 まって くるので はないか と思
います。
　私 は中国 との30数年のお付 き合 いの中で,体
で言葉 を覚 えて きました。難 しい言葉 はわか り
ませ んが,仕 事 をや る くらいの 日本語 な り中国
語 であれ ば,す ぐ皆 さんに教 える ことがで きる
と思い ます。 こうい うところが今 日の結論 で,
結論 を先 に言 ってお きま した。私 は しゃべ り始
めると船があっちへ行った りこっちへ行った り,
何 を しゃべ ったか前後がわか らな くな ります の
で,そ れはご勘弁いただきたい と思います。
　私 はこの学会 の会長の池島 さん とは大学が 同
期 です し,香 港か らお見え になったロ ン(容)
さん(亜 細 亜大学)は 私の女房 の同期 で仲 よ く
してい ます。そ ういう関係 で今 日ここへ呼 んで
いただいて,し か も名誉 会長 の衛藤 先生の よう
な 日本の学会の大御所 と,私 のよ うに学会 とは
縁 の遠い ところにい る者 が並 んで講義 をす るこ
とにな りま した。
　会社 では定量的 にもの を言 え,ア ホで も数字
を並べていた ら賢 く見える と言 われ ますが,私
は数字が全 くだめで,定 性的 な感情だけで,本
は読 まず体 で もの を覚 えて きました。 しか し,
16 AIBSジャ ーナ ル 　 No　1
体 で ものを覚 えるには限界が あ ります ので,皆
様 には本 を読んでいただ きたい。
　 高校時代 に漢文 を習い ましたが,難 しか った
です ね。漢文1や 漢文H,大 学 を受 けると きに
とて も漢文の試験 は受け られ ない と思 った もの
ですが,中 国語 を勉 強 してか らは漢文が上か ら
す っ と読め ます。 日本語 では行 った り来た りし
なが ら読 んでい きますが,中 国語 を勉強す るこ
とに よって上か ら下へす っ と読め るように な り
ました。先ほ ど衛藤先生が書かれていた文章 も,
僕 はあそこまでの域 には達 しませ んが,中 国語
で書 かれている意味が何 とな くわか るようにな
ったのは,中 国語 を勉 強 したがゆ えに中国の こ
とわ ざや言葉 に興 味が出て きたか らだ と思 い ま
す。
　私 は誰 よ りも中国の友達や 日本の友達が多 い
ことか ら,い まもいろいろな企業か ら引 く手 あ
またですが,私 は今 日ここへ来 るに当たって中
国で仲のいい友達連中を集めて,「何 をしゃべ っ
た らいいか?」 と相 談 しました。そ うした ら彼
らいわ く,「まず中国語で一言 しゃべ った らびっ
くりす るだろう」。そ して彼 らが僕 に言ったのは
「日中友好 の現実 をしゃべ れ」。そ こで今 日は,
日本のマス コミがいろんなこ とを言 っているが
本当か とい うことか ら話を始めたい と思 います。
　 反 日デモがあった とき,私 は上海の国際貿易
セ ンタービルの13階にいて,下 を見 た ら領事館
が あって,そ こで ワーワー と言ってい るの と,
日本のマス コ ミが書いていることとい ろいろ違
いがあ るわけです。その ときもマス コ ミはあお
りす ぎてい るのではないか と思い ま した。た ま
に 日経の記者 が電話 をかけて きて,成 都 で問題
があったと言 う。 「君,そ れ をどこか ら聞いて き
たんだ。少 な くとも僕 らの成都 に駐在 している
連 中が報告 して きてい る内容 と差があ る」 と話
したこ とがあ ります。新 聞記者が いまの中国の
現実 を正 しく書 けるか といえばや は り難 しい と
思 います。何 が真実であ るのか。それ も真実 か
もわか らないけれ ども,全 然逆 の部分が真実 と
いう部分 もある。
　 必ず しもマス コミが どうとい うこ とではない
けれ ども,日 本のマス コ ミはほか と変わ った こ
とを書か ない といけないか ら,世 間をあお りす
ぎているので はないか と思い ます。特 に僕 の仲
のいい友達 たちは一般の人だか ら,日 本人に対
して全然反感 も持っていなければ非常 に優 しい。
「大月 さん,残 留孤児が二つ,三 つの とき,お 父
さん,お 母 さんがいな くなった り亡 くなった り
したのを,な ぜ 中国の人が10歳,20歳まで育て
た りするのか。 よその国でそんなこ とあるわけ
が ない。 これは中国人が優 しいか ら日本人 に し
てあげ られたことであって,そ うい うこ とを忘
れるようではいかん」 と言 うわけです。
　 私 も今年4月28日に帰国 して,4月29日か ら
香港 に行 って会議 をして,5月1日に帰 って きて,
5月2日か ら休み を取 って,5月8日 か ら日本で
11年ぶ りに仕事を始め ました。私 は海外 に27年
い ました。60歳にな りましたが,と ても60には
見えない。飲み屋 に行って言 わせ ると48歳と言
う。 まさしくその とお りですが,う ちの女房 に
言わせる と,「パパ,も う少 しお金 をあげた らも
っと若 く言って くれるん じゃないの」 と。
　私 は中国 を離 れて3カ 月経 ちま した。い ま日
本 にいて,中 国で どんなこ とが起 きてい るかが
肌 で入 って こない世界 に戻 ったわけです。そ う
する と,僕 は中国をボロクソに書 き立て る産経
が好 きですが,中 国 に出張 しない限 り,新 聞や
テ レビか ら来る情報 しか知 りうる情報が ないわ
けです。い ままでは中国 にいたので,行 った と
ころに友達がいて聞いてみ ると,た とえば上海
の書記のことを 「い まのうちに早 く受 けない と,
いつ まで も我 を張 ってい る と問題 になるぜ」 と
噂を した りしている。い ろい ろな噂が僕 らの耳
に入 って くる。本当の噂や嘘の噂やい ろい ろな
噂が あるけれ ども,日 本 に帰 った らそ うい うも
のが全 く入ってこないわけです。
　 ただ,新 聞を見て,こ んなことがあ る,あ ん
な ことがあ るというのですが,そ れが本当か ど
うか というのは,自 分の フィル ター を通 してい
ないか らわか らないわけです。 中国は 日進月歩,
1分1秒世の中が変わってい る,す ごい速度 で変
わ ってい るので,は た して 自分 が 日本 にいて,
中国のいまの変化 についていけてい るのだ ろう
か とい う心配 を感 じているこのごろです。
　 さはさ りなが ら,私 は皆 さん にここで ご報告
したい。十何年前 に私が北京 に行 った とき,北
京に平谷県があ ります。 これ は革命の都市で非
常 に遅れた村 です。あ る 日そ この政府が 「大月
さん,私 の ところの経済顧 問になって ください」
と言 う。 「私が顧問になって何 を教 えるの。 カラ
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オケな らともか く」 と話をしたら,「大月 さんは
人 とうま く話がで きるので,ぜ ひ とも平谷県の
今 後の行 く道に対 して,何 で もいいか ら1年に1
回言 ってほ しい。そ ういう仕事 を してほ しい」。
それ は会社 に了解 を得 ない といけ ませ ん。 うち
の丹羽 さん(伊 藤忠商事取締役会長)も 北京の
最高顧問 にな られて,モ トロー ラやそのへ んの
偉 い人がいて,僕 は一番下っ端 ですが,そ こが
振 り出 しです。
　 実 は私 は寧波の名誉市民 に選ばれま した。 日
本人 では2人 目だそ うですが,非 常 に嬉 しか っ
た。冗談ですが今後,寧 波で何 か問題 を起 こ し
て も大丈夫,助 けて くれる。(笑)た だ 「大 月さ
ん はカラオケ に行かなかった らもっ と早 く名誉
市 民 に選べ たのに,カ ラオケばか り行 くか らち
ょっ と遅れ たね」 と政府の人 に言 われ ました。
私 は ところ どころ冗談 を混ぜ なが ら言 ってい ま
すが,本 当 はきわめてま じめな人 間ですか ら誤
解 しないで ください。
　 寧波の名誉市 民に選 ばれて非常 に嬉 しい。中
国 どこへ行 って も,あ るい は海外 に行 って も,
私 は半分は 日本 人,半 分は寧波人 だと言 ってい
ますが,そ れほ ど嬉 しい。 それか らまた先週上
海 の名誉市民 に選ばれました。 これ また うちの
女房 と子 どもに 「パパ,と うとう来 るところ ま
で来たね」 と言 われ ました。女房 は仕 事 をして
いる関係で,「いつ も一人で授賞 に行 っているの
ですが,今 度はぜ ひ一緒に行 って くれ」 と口説
いて,9月3日 と4日だけ付 き合 って もらって,
上海の記念賞を もらって帰 って きました。
　 これ も半年 くらい前 に話 があって,内 定す る
までに半年 かか りました。 やっぱ り僕 ではだめ
か な?　 特 に上海 には伊藤忠 はあ ま り投 資 して
いないか ら,こ のへ んが効 いてい るのかな と思
いなが ら,し か し最後 は取 れま した。なぜ取 れ
たか。 ラークワ ンシー(拉 関係:「 コネ を付 け
る」 の意)。(笑)こ れを言 って しまうと本 当か
な と思 うけれ ども,そ れだけではない んです 。
記念賞 は人 間のコネで取れ る となると,コ ンプ
ライ ア ンスやい ろいろな問題が 出て きます が,
そ うい う意味 ではあ りませ ん。 なぜ ラーク ワン
シーか とい うと,先 ほど衛藤先生が言 われた よ
うに,お ご りで はない,商 社 の今 後 は品格 だ。
品格 ではないに して も,中 国人 との付 き合 いが
で きる ことが大切です。そ のため には中国人 と
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同 じ目線でい ろいろな話がで きることが大切 だ
と思っています。
　 中国で は人間関係 がいか に大切 か。なぜ 若い
人 たちが 中国の人たち と,僕 並み にいろいろな
ことを話 してい ないのか。先 ほ ども出ましたが,
田中君 とい う僕 の後輩が いまして,僕 らは文化
大革命のことをまが りな りにも知っているか ら,
彼だってで きた と思います。僕 は昨 日と一昨 日,
おふ くろが亡 くなったので 田舎 に帰 って家 の整
理 を していた ら,大 学時代 のアルバ ムが 出て き
た。慶応大学 を卒業す る ときに1冊 の アルバ ム
を も らったのです が,そ の時代,1966年か ら
1970年に どん なことがあったかが書いて ある。
そ う した ら四人組 の裁判の ときの江青の写真が
出て きた。僕 らの時代はそんな ことがあ ったわ
けです。
　 「生 と死』 とい う本 も出て きました。 これは娘
が中国で飛 び降 り自殺 をした,中 国人の母親が
書いた物語 です。 このお母 さんはい まワシン ト
ンに住んでいて,も ともと英語で出版 され まし
た。 この人は ものす ご く美人で,そ の娘 さんは
僕 の友達 の友達です。僕 らは文化大革命 は よそ
ごとの ように思 っていたけれ ども,そ れで も知
らないな りに中国の ことを何 とな く知 っている
わけです。
　特 に1970年代,80年代 に中国と商売 をやって
いた ときは,ま だいろいろあって2人 き りで会
ってのネ ゴはで きない。 向 こうは常 に2人 一緒
に出て きて,小 さいノー トを持 って きて,し ゃ
べ ったこ とを全 部書 いてい く。お土産で もあげ
ようと思 った ら,「サ ンチャオ」(上交)と 言 う。
全部上 にあげなければい けないか ら自分 ではも
らえない。そ の うち僕 の仲 のいい友達 た ちが,
「大 月さん,持 って きて も私の手 に入 らない。無
駄 だか ら持 ってこないほ うがいい」 と教 えて く
れま したが,そ うい う時代 に育 って きた わけで
す。
　そ のころ僕 らと一緒に仕事 を していた中国の
人た ちは,み んな60歳代,70歳代 になって,み
んな今や会社 にはい な くなってい ます。 で も,
いまの若い人だって,昔 の中国に憧 れはないに
しろ,昔 の中国のことを何か しら知ってい ます。
そういった同 じ基盤があって初めて理解 しやす
いのではないか と思い ます。そ うい うことも含
めて,中 国人 と仲 よ くす るため には,自 分 の努
力がなければだめだ し,い ろいろな ことが必要
です。 そ うい うこ とがで きて初めて仕事 がで き
るわけです。
　その意 味で上海の賞 を もらったのは,ラ ー ク
ワンシーばか りでな く,自 分 の根底 に流 れ るも
ののお陰だ と思 います。僕 の 自慢 話ばか りにな
って しまい ますが,中 国紡織工業 部が出 してい
る中国紡織報 の5月号 に ドー ンと僕 を載せ て く
れ ま した。中に僕が 中国 を去 るに当たって皆 さ
んに書 いた手紙,中 国語 と日本語 のす ば らしい
文章を4,5ページにわたって載せ て,僕 の物語
を書いて くれ ました。あ るいは人材派遣 をやっ
てい る会社 の人たちがぜ ひ僕 をと言って,そ れ
は確か4月 号で したが,4月 号 にも書 いて くれま
した。 これは僕が最後の最後,中 国を去 る前 に,
せめて この世 を去 る ときに棺 の中にた くさん入
れ られ るように とい ろい ろも らって帰 った もの
です。
　要 は中国人 と商売す るには,ま ず相手 を好 き
になること,相 手が思 って くれな くて も好 きに
なること,こ れが 中国との商売 の根本 です。 た
だ し好 きになって も相手 は好 きになって くれな
いか もしれ ない,自 分が思 っているほ ど好 きに
なって くれ ないか もしれ ない。 しか し聞いた と
ころによると,中 国人 とい うのはある線 を越 え
た ら,本 当 に自分 のことを思 って くれ るように
なる らしい。僕 が会社 を辞めて,い ままでの よ
うに大月 さん,大 月 さん と言 って くれ る人 が何
人いるのか,い まの ところ全 くわか りませんが,
中国人は確か に商売 人だけれ ども,あ る線 を過
ぎると日本人以上に人に優 しく,友 達 を大切 に
する人だといいなと思 っています。
　 僕の話 ばか りですが,僕 は帰国 して3カ 月半
経って,中 国の情報が入って こないので寂 しい。
みんな早 く帰 って こい と言 いますが,伊 藤 忠は
僕 を放 さない,い う と言 う。 どう しようか と悩
んでいる 日々です。僕 は9月30日に60歳になっ
て定年 を迎 え10月1日か らは 自由の身 にな るの
で,こ れか ら自分で何 を しようか なと考えてい
ます。友達 と一緒 に何 かや りたい。時 間をつぶ
すのだ った ら友達 と一緒 にお金儲 けを して,そ
のお金で一緒 に歌で も歌 えた らいい な と思 って
いますが,私 の今後の一番 の夢 は人材育成です。
　 いか にい まの中国で人材が足 らないか。 ここ
に表があ ります が,う ちの人数 は上 海357名,
香港 は日本人ス タッフが13名とナ シ ョナルス タ
ッフが166名,北京 には35名。 中国人の中か ら
いい人材 を採用 し,育 成 してい くことがいかに
大変か。人材派遣会社,コ ンサル タン ト会社 は
星 の数 ほどあ りますが,探 す会社 も星の数ほ ど
あってピンか らキ リまで あるか ら,キ リはキ リ
で仲 よくで きるし,ピ ンはピンで仲 よくで きる。
い まコンサル タン ト会社 をや ると誰で も何 とな
く食っていけている という現状です。
　 しか し私 はそ うで はな く,自 分 たちで本 当に
いい人材 を地方か ら発掘 したい。上海人は割 と
難 しいか ら,ど こかの土地,西 安 がいいのか東
北がいいのか,そ れ は自分で探 しにい くに して
も,自 分でいい場所 に行 って,そ こで人材 を発
掘 して,僕 らで リパ ッケー ジ して育て る。 日本
の文化 を教 えて,日 本 に持 って くるな り,中 国
における派遣事業 をやれ ばいかにお もしろいか。
あるい は日本 のい ろい ろな学校 に人が入って き
ているので,見 つ けた人材 を 日本 で,日 本語の
教育,日 本 的な経営 を教 えて,日 本 の会社 で働
けるような人材にす る。 これが僕 の夢です。
　 中国 にも行 け行 けどん どんで,儲 ければいい
という人は大勢い ます。先 ほど衛藤 先生が言 わ
れた,儲 ければいいあ くどい商社 ではあ りませ
んが,い まどき中国 にもそ うい う人はた くさん
います。 しか しここに来てや っと,中 国は中国
な りにコンプライア ンス もあれば,CSRもあれ
ばいろいろなことになって きています。
　 中国でも自分の2代 目をつ くってい くときに,
五十い くつの親父 に二十い くつの子がいて,「大
月 さん,ち ょっ とうちの子 を預か って,日 本で
いろい ろ教 えてや って」 とい うケース もこれか
ら多 く出て くるで しょう。い ままでの放 ってお
いて も右肩 上が りで皆 さん儲 かった時代 か ら,
中国 もメガ コンペ ティシ ョンになって,そ れ こ
そ 日日戦争 だけでな く,ア メリカ人,ヨ ー ロッ
パ人,み んな と競争 して,中 国の大 きな市場 の
中でや り合 う。世界 の中 に出てい った ときに,
何が一番大切 か とい うとや は り人です。人 をい
かに して育 てるか。一緒 に会社 をや ってい ける
人を どうやって育 ててい くか とい うことが,今
後一番大切ではないか と思い ます。
　実 はうちの商売 はた くさんあ ります。中国が
どの くらいの商売量 になってい るか とい うのは
皆 さんご存 じの とお りで,い ま中国は人 も外貨
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準備 もGDPも貿易総額 もどん どん大 きくなって
います。輸 出入量,貿 易相手 国が どこか,繊 維
が どうか というの は,皆 さんはあま り興味が な
いで しょうが,こ れだけは言っておきたい。
　 1970年代 の中国は繊維立 国で,繊 維が一番比
重が大 きか った。それが毎年毎年繊維輸 出入 の
比率 が下が って きて,昨 年度全輸出に占める繊
維 は15%にも満たない くらいになってきました。
それ は うちの会社 もそ うで,う ちの繊維 もかつ
て と比べ た らだいぶ扱 いが減 って きてい ます。
しか し,衣 料品輸入中国比率 と書いてあ ります
が,私 たちが輸 入 してい る中で中国は8割 を占
めて います。ズボ ンも中国,パ ンッも中国,シ
ャツ も中国,靴 下 も中国 とい う時代 です。数量
では90%を超 えてい ますが,金 額では80%です。
　 一つ言いたいの は,中 国人 との上手 な付 き合
い方 とい うことです。 さっ きも言ったことです
が,お 互い を理解 し合 うため には言葉の習得 は
欠かせ ません。 もちろん通訳がついて,中 国で
立派 な経営 をしてい る方 も大勢い らっ しゃい ま
す。それ は確 かです。一方中国 に対す る偏見や
中国人 に対 する誤解 の中で,言 葉 の行 き違いが
問題 になっているケースが多 くあ ります。 日本
人の英語 下手はすでに定着 してい ます。中国語
は漢字 とい う両 国共通 のツールがあ り,経 済や
政 治用語 は 日本語 か らきてい ます ので,苦 労 し
て語彙 を増やす必要 もあ りません。
　 中国語 が うま くなる唯一の秘訣 は何 だ と思い
ますか。私 の ように大 きな声 で発音す ることで
す。 中国は13億の人 口を抱 えてお り,方 言 もさ
まざ まで,き れいな標準語 を話せ る人 もい ます
が,僕 よ り下手 な中国人は100人いれ ば80人い
ます。 きれいな標準語 を話せ る人は少 ないので,
それぞれの詑 りを持 った会話 を成立 させるには,
と りあえず大 きな声 で 「ニーハ オ」 と言 う。 も
う50歳だか ら,60歳だか らと言わず,覚 えるの
が億 劫 だ と言 わず,ま ず皆 さんが大 きな声 で
「ニーハ オ」 と言 うことによって人間関係がス タ
ー トします。
　 一 つ脱線 して い うと,私 の大先輩で,伊 藤忠
フ ァッションシステムの社 長をや っていた人が
いて,い ま67歳です。この人は台湾にも駐在 し
ていた し,二 十数年前 に北京 に もい ました。決
して中国語が うまい とは思 いません。僕 の よう
にBOPOMOFO(中国語発音の基礎である ピン
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イ ン)か ら始 めて,歯 並びが悪 いか ら発音が悪
いん じゃないか と言い なが ら勉 強 した人 ではな
いか ら,な か なか うま くな らない。 うま くな ら
ない人はいつ になって もうま くならない。
　 しか し彼 は会社 を辞めて,傍 系会社 に行 って
いたの も全部辞めて,今 年2月 か ら大連 で若い
人に もまれて中国語 を勉 強す る と言 って行 きま
した。い ま7級 です。確か に言葉 も増 えて きて
いる し,発 音 もよ くなっています。彼 は どん な
生活 を してい るか とい うと,学 生 と同 じところ
に住んで,夜 は15元で食事 をす る。15元あれば
ビールが飲 めて食べ たい ものが食べ られ ます。
いつ ものお店 に行 くと学生が集 まってい る。そ
こで学生 と一緒に話を しなが ら,と きに学生 の
ビー ル代 も持 ってやる。そ こでいろいろな話 を
して,楽 しく毎 日を送 っている。 この半年 間勉
強 を して楽 しかったか ら,も う半年勉強す るそ
うです。「勉強 して何 をしたいんだ」と聞いたら,
「私 も中国が あって ここまで長 く仕事 がで きた。
こうや って中国の若い人たちを見 てい る と,日
本 に来たい人 もた くさんいる。 そ うい う人のお
手伝 い をするな りして人材 関係 の仕事 をで きた
らな」 と言ってい ました。
　彼 は67歳になって もまだ努力 してい ます。僕
も英 語は決 してうまいほ うではあ りません。 う
ちの女房 は 日本人ですが,ア メ リカで育 って英
語 をしゃべ ってい ます。す ご く英語が うまい人
や中国語 が うまい人 と比べ ると,ち ょっ と下手
な人は どうしても しゃべ りに くくなる と思い ま
す。 しか し,日 本語だってうまい下手 があるけ
れ ども,み んなしゃべ ってい ます。だか ら恥ず
か しさをな くさない限 り,な か なか中国語 は覚
え られないのではないか と思い ます。
　私 はかつて シンガポールの南洋大学 で2年 間
勉 強 しま した。僕 は中途半端 な学生 と違 って,
企業研修 生だけれ ども2年間一生 懸命 中 国語 を
勉強 して,そ のとき初 めて中国人に会いま した。
シンガポールが終 わってか ら行 ったイ ン ドネシ
アで も,商 売 をした人たちが中国人で した。 シ
ンガポー ルで会 った中国人,イ ン ドネシアで会
った中国人,皆 さん福建 省な どいろい ろな とこ
ろか らい ろい ろな理 由があって来た人 た ちで,
そう した人が亡 くなって葬式 に出てい くと,中
国のほうに向かってお墓 を建てる。
　そ の当時,僕 は中国で仕事 をす ると思 ってい
なかった。 東南 アジアで仕事 をして,ゆ くゆ く
は シンガポールの支店長 くらいで終 わるのか な
と思 いなが ら仕事 を してい ま した。そのころか
ら中国人が好 きだったのか,中 国語 が好 きだっ
たのか。僕 は1980年前後に初めて中国に行 きま
した。 もちろんその前 に も広東交易会(=中 国
輸 出入 商品交易会,中 国商務部,広 東省 による
中国最 大見本市)に は何 回 も行 っていたので 中
国は知ってい ましたが,海 外 にいる中国の華僑
の方 たちの関係 を見 るにつ け,中 国の社会 は本
当に大 き くて本 当にす ば らしい と,そ のころか
ら中国に対する憧れがあ りました。
　 そのころ僕が覚えたのは,ロ ーイエ クイグン
ローイエ ス ングン(落 葉帰根　落葉生根)と い
う言 葉です。 自分 の葉が落 ちた ら日本 に帰 って
墓 をつ くりたいのか,金 を儲 けたか ら中国でそ
のお金 を使 って墓 をつ くるのか は別 として も,
僕 も日本人です か ら中国で最後 を送 ろ うとは思
い ませ ん。で も,み んなか ら中国に30年もいた
か ら,会 社 には内緒 で家 も土地 も持 ってい るの
だ ろ うと言 われます。 しか し,私 は1銭 た りと
も自分 の財布の中に入れず の30年だったこ とを
誇 りに想 っています。
　 しか し10月1日か らは 自分の財布が暖か くな
るように,池 島 さんに も一生懸命 ごまをす ろう
と考 えています。池 島さんが10人かかって きて
も,ま だ僕 を満足 させ られ ない と思 い ますが,
今回池島 さんが中心 になって こうい う学会 をつ
くられた。 とて も自分 には合わない学会だけれ
ども,日 本 は貿易立 国なの だか ら,日 本だ けで
はや って いけない。 そ ういった意味で中国が大
切 なんです。 イン ドネ シア も台湾 も隣国は本当
に大切で あ り,し か も一番大 きなマーケ ッ トで
す。 そういった意味で,縁 があって池 島さん と
一緒 になったのだか ら,ほ かの大学 にこん な講
座が あるのか どうかは別 として,日 本 のい ろい
ろな方が一 目も二 目も置 くような講座 になるた
めに,僕 の ような人が こうして皆 さんにお話 し
する ことが大切だ と思います し,お そ らく皆 さ
ん も楽 しい と思います。
　 で も僕 の問題 は,ま た同 じことをしゃべ って
いる と思 われるのが少 し残念ですが,こ の前 と
はち ょっ と違 います よね。僕 もこれが商売 にな
った らネ タを取 って きますが,い まは商売では
ないか らネ タが ときた ま一緒 になるんです。そ
れは一つ ご勘弁いただいて,ぜ ひ池島 さんを核
に して,袖 振 り合 うも他生の縁 で皆 さんが ここ
に来 た ら,中 国 とあるいはほかの国 と何 か一緒
にやっていける場 をつ くってほしい と思い ます。
　 い ま僕 の中国の友達連中は 「大 月 さん,上 海
にクラブ をつ くろ う」 と言って きます。 クラブ
とい うのはナイ トクラブではないです よ。皆 さ
んが集 まって一緒 にお茶 を飲 むクラブです。そ
れ は誰で も来 られ るようではだめ,企 業 の トッ
プ しかだめ というクラブです。そ う言 って くれ
てい る人 もい ますが,中 国人を信用 してそ っち
に行 って,い まの生活がな くなって しま うと困
るので,1年 ほど中国の人 と離れて,そ れで も池
島 さんの ようにまだ僕 を思い出 して くれ る人が
あれば,ぜ ひその方 と一緒 にや ってい きたい と
思っています。
　 実は今 日私 どもの会社 の古屋君 に 「い まの中
国が どんな現状 にあ るか レポー トして欲 しい」
と頼 んでお きま した。 この レポー トには,株 式
加 熱の実態 をどう見 るか。人民元 レー トの推 移
をどう考 えるか。環境保全 と省エ ネ,こ の秋の
第17回党大会 と内政,中 国投資環境 の変化 と日
本企業 の対応,い ろいろなこ とが書いてあ りま
す。 もし衛藤先生 が しゃべ られて 目の前が真 っ
暗になって,あ と しゃべ れな くなった らどう し
よう。その ときはこれを読 んだ らいい と思 って,
今 日会社へ行 って取 って きました。彼 はおそ ら
くい ま日本 の誰 よ りも中国について よ く書いて
い ます。僕 は文章が下手だけれ ども,古 屋 君が
書いて俺 が しゃべ ればいいな とい う くらいの感
じです。
　本 当は まだい くらで もしゃべれ ますが,質 問
があればぜ ひ と言われたので終 わ ります。亜細
亜大学の方で私あてにメールをい ただい た方 も
い ます し,企 業研 修生の方 か らメールをいただ
いて,い ま北京 にいる とか,連 絡 を取 って くれ
てい る方 もいます。 これ も何かの縁 なので,ぜ
ひ今後 中国 を含む アジアとみんなが仲 よ くや っ
ていける ように,私 を中国の総領事 に とは言い
ませ んが,民 間か ら出 る領事 に,安 倍 さんに推
薦いただけるようによろしくお願い します。
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